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【研究分野】 幹細胞生物学、がんの分子生物学
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【背景・目的】研究内容

【背景・目的】
乳がんや肺がんを始めとする固形がん組織が、がん幹細胞様の細胞と、その娘細胞が分化増殖したがん細胞か
らなる不均一な細胞集団からなることが、広く受け入れつつあります。がん幹細胞は、従来型の抗がん剤や放射
線治療の標的にはなりにくいため、治療後も組織内に残存し、再発の温床になるとも考えられています。しかし、
がん幹細胞やその周囲の微小環境である「がん幹細胞ニッチ」に対する分子標的薬はアンメットニーズです。

【概要】
がんとがん幹細胞に注目し、基礎研究から臨床へと
連続する研究の展開を目指しています。最新の分子
生物学、細胞生物学的手法やバイオインフォマティクス
に加え、マウスがんモデルや患者由来がんモデル
(patient-derived xenograft:PDX)を用いて、がんの早期発見
や診断マーカーの抽出、そして新しい抗がん剤開発のため
の新たな分子標的の発見を試み、トランスレーショナルリ
サーチへと展開しています。

【研究の特徴・コンセプト・理念】
分子生物学、遺伝子工学、バイオインフォマティクス
と多岐にわたって最新の技術や考え方が学べます。
臨床の研究室との共同研究により、乳がんの臨床検体の
培養システムを構築しており、本研究室の独自性ある
ところです。
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